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◆ 大菅 佐妃子（おおすが さきこ） 
＜所属・職名＞ 
豊田市教育委員会「ことばの教室」室長 

 

＜略歴＞ 
京都産業大学外国語学部中国語学科卒業 卒業後は，一般企業で営業職に携る 
平成 ５年 田辺町立培良中学校 日本語教室担当（常勤講師） 
平成 ８年 京都市立池田小学校 日本語教室（常勤講師） 
平成１８年 京都市立学校教員採用試験に合格 
平成１９年 京都市立学校新規採用教員として池田小学校に勤務 
平成２２年 京都市総合教育センター研究課研究員 
平成２５年 京都市教育委員会指導部学校指導課 指導主事 
平成３１年 京都市教育委員会指導部学校指導課 副主任指導主事 

主に日本語指導が必要な児童生徒教育を担当 

令和 ７年 豊田市教育委員会「ことばの教室」室長 

 
 

＜これまでの研究活動、外国人児童生徒等教育に関する経験など＞ 
日本語指導や小中学校教員としての知識も経験もない私が，「中国語ができる」という理由で日本

語教室担当教員になってから２７年が経ちます。この間，3 つの異なる立場で日本語指導が必要な子

どもの教育に携って来られたことは私の財産です。 

日本語指導担当教員としては，学級担任と連携し，全教職員で共通理解する方策を工夫したり，在籍

学級の一斉授業の中に支援を採り入れる必要を訴え国語科や算数科の授業をＴ１として実践したり，

地域での研修会の開催がない中，在籍する学校で研究発表会を開催して市内・市外に周知したりして

きました。この経験は，現在日本語指導担当の先生方が感じておられる悩みを解決する糸口になるか

もしれません。 

教育センターの研究員としては，少数在籍校の日本語指導が必要な児童生徒に対する指導や支援の現

状を知り，全市のどの学校に在籍しても同じ指導・支援が受けられるとともに，受入れ経験がない学

校のサポートやアドバイスができるような体制づくりの必要性を発信してきました。また，在籍学級

の各教科の授業における支援について，小中学校で実践研究を積み重ねました。この研究員としての

経験は，これから新たに体制を整えていこうとされる方々や，現在目の前の子どもに対して授業でど

のような支援をすればよいのか悩んでおられる先生方の参考になるかもしれません。 

そして，前職の指導主事としては，「特別の教育課程による日本語指導」を全面実施するため，従来

の日本語教室設置という体制を廃し，新たに「拠点校からの巡回指導」が可能な体制を構築したり，

教職員向けの研修会の企画運営に携ったりしてきました。これらの経験は，行政の立場で取組を進め

ようとなさっている方々に何かのヒントになるかもしれません。 

アドバイザーとして，日本のどの学校で学んでも「日本に来てよかった」と思えるような指導・支

援がなされるように活動していきたいです。全国の日本語指導が必要な子どもたち，その子どもたち

の教育に関わる方々と一緒に，それぞれの現状に応じた取組ができることを楽しみにしております。 

 
＜対応可能学校種＞ 
小学校・中学校・義務教育学校 

 

＜遠隔での指導助言＞ ※いずれかの□にチェックを記入してください。 

☑ 対応可     □対応不可 
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＜その他（国等の委員歴等）＞ 
「日本語能力評価方法の改善のための調査研究」（2023～2024年度）事業推進委員 

＜関連ＵＲＬ＞ 
〇京都市総合教育センター研究課 

http://www.edu.city.kyoto.jp/sogokyoiku/kenkyu/outlines/index.html 
平成22年度，23年度，24年度「日本語指導が必要な子どもたちの学力保障をめざして」 

〇京都市教育委員会 外国にルーツをもつ児童生徒教育情報ウェブサイト 
 「学校へ行こう！ Let’s go to school！」 
http://www.edu.city.kyoto.jp/gakkoshido/japanese/ 
 
 


